
司会：日本語・韓国語・トルコ語のく事態把握〉と 「ナパ痩現J

池上嘉彦（東京大学）

日本語の「ナノレJや英語の 'become’とも、った動詞は、 理想レベルでの＜状態の変化＞（change in 
state）という概念の言語化にそれなりに近似的に関与する語として 、 基本語嚢に属するものと受けとめ
られている。しかし 、 個々の言語でのfナノレJ的な表現の慣用を調査してみると、 一応共通にく状態の
変化＞と呼べる自体の言語化に関与してはいるものの、 それをどのように把握するかという点では多様
性 1 （例えば、 ＜起点＞中心か 、 ＜到達点＞中心カ守が見られるし 、 さらに 、 文法化が起こっているか、
語用論レベノレの合意が伴うかどうか （例えば、「結婚スノレコトニナリマシタJが控え固な公言と受けと
められるか、強制的な結婚のことと受けとめられるか） といった違いもある。言語話者としてのヒトは、

fナノレj 的な表現にどのような意味合いを読み込むことができるのか、 あるいは、できないのか、その
際、どの程度の普遍性と相対性を確認できるのカ」機能的に隣接すると思われる「（ラ）レノレj による＜
出来 （しゆったL、） ＞などとの対比も視野に入れつつ、 究極的には 「ナノレJ的な表現の認知類型論とも、
ったものの構築へ向けて 、 ごく初期的なレベノレでの観察と考察を進めてみたい。

この段階で司会者個人として特に注目したいのは、
「ナノレJ的な表現の好みという言語レベルの現象

と言語話者レベノレでのく主観的把握＞作曲，jective construal
’ ：ただし 、 よくある誤解を避けるために、

＜主客合一＞的な把握、 あるいは 、 ＜体験的＞な把握と言った方がよい）と呼ばれる事態把握のスタン
スとの聞の相関性 2である。次の（l)a), b）は 、 英語でよく見られるf移動動詞Jのf状態変化動詞Jへの
転用 （e.g. 'John went mad', 'He fell 副：寸he well ran chず） とは対照的に、 日本語における逆方向への
転用とも見てとれる例として 、 かつて池上（1981: 252ff.)3で言及したものである。

(1) a） 今 は武蔵野の国に主立息。ことにをかしき所も見えず。（更科日記：平安中期）
b） 関山をもうち越えて 、 大津の浦に主立ιヰム（平家物語：鎌倉前期）

『角川古語大辞典』（1994）の「なるj の項に、 ＜到着する＞という語義として収録されており、 現
代日本語なら、

「主主j誌の国／大津の浦に主主／孟己主Jというところである。 しかし、 事態把握の仕方
は、明らかに異なる。「なるj の場合、 絵巻物に描かれた旅する主人公の立場を考えてみるとよい。主
人公は旅を続けるにつれて、 環境の見えが変わる （違うものに与ゑ）と感じる。（そして、 それによっ
て、 自らが移動していることも感じ取る： cf. Neisser (1988）の言う ＇ecological self' o ） 環境の見えの
変化が、ある特定の見えに主♀�ところで静止すればそれは目的地に差己主ということである。旅する
という営みをω旅する主人公に焦点を当て、主人公という＜個体＞ （＜モノ＞） のく移動＞('change in 
locus＇）として 、 いわば＜観察者＞的 （＜主客対立＞的） なスタンスで事態把握するのか 、 あるいは、 ω

主人公の埋め込まれている環境に焦点を当て、主人公にとっての環境の＜見え＞が旅するにつれてどの
ように＜推移＞('change in stateうするかを主人公のく体験＞を通して、 ＜当事者＞的 （＜主客合一＞的）
なスタンスで事態把握するのか、という対立であり、前者はf＜モノ＞が＜スノレ＞Jとも、う様相での事
態把握、 後者は 「＜コト＞が＜ナノレ＞Jという様相での事態把！握、 後者での事態把握の場合 、 主人公は
観察の基点に身を置いているが故に、自ら自身は自らの＜見え＞には含まれず、＜ゼロ＞として表現さ
れるということである。4

(2) ［英語の ‘Spring comes
＇

と対比して日本語の f春めくJという表現からはJ f （太陽の輝きが増し
て） あたりがだんだんと明るくなってくる、 （気混が上がって）空気がしだいに和んでくる一こ
ういったく推移＞の感覚が、思之丞」エ感じとれる。（吉川幸次郎 「日本文学の特殊さJ日本文
化研究国際会議（1972）における講演）

f春が来るJという表現との対比において 「春になるj ともづ表現にも同様の体感的な意味合いが感じ
とれるのではないか。 Cf. a）石ばしる垂水の上のさ蕨の萌え出づる春になりにけるかも『万葉集』8/1418,
b）年のうちに券は来にけり一年を去年とやいはむ今年とや言はむ『古今集』1。 現在は古語法になって
いるが 、 ドイツ語の官s sommert’ （英語に直訳すると τt summers’ （ 「夏めくJ？） のような表現参照。
1，「日本語周辺の諸言語における「ナノレ表現J をめぐってー認知類型論的研究を目指してJ 『日本認知言語学会第
12 回大会予稿集』 p.15 参照。 2「『「するJ と『なるJ の言語学』を振り返ってJ 『国語と国文学』 8-9. 2『「す
るJ と「なるJ の言語学一言語と文化のタイポロジーへの試論』大修館書店， 1981. 4 · Cf. 'A linguistic parallel to 
ecological 鈴lf ... is a zero form.' Honda, Akira: 'Linguistic Manifestations of Spatial Perception· (Ph.D. 
dissertation, University of Tokyo, 1994), p.95. 


